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鳥 類 前 腎 管 及 ビ 原 腎 管 ノ發 生 學 的 研 究

(殊 ニ 家 鳩 胎 兒 ニ 於 ケ ル 檢 索)

岡山醫科大學解剖學敎室胎生學研究室(敷 波敎授)

檀 上 順 三

[昭和9年9月3日 受稿]

Aus den Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutes der Okayama Med. Fakultat 
(Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Studien uber die Entwicklung des Vornieren- und Urnierenganges 
bei Vogeln (besonders bei den Embryonen von 

Columba domestica).

Von

Junzo Danjho.

Eingegangen am 3. September 1934.

Bezuglich der Entwicklung des 

Vornierenganges berichtete ich zwar 

schon in den zwei vorausgehenden 

Mitteilungen, es sind aber doch noch 

viele Punkte unerklart geblieben. Be

sonders ist uber die genauere Entwick

lung des Urnierenganges noch vieles zu 

sagen. Deshalb stellte ich diesmal uber 

die weitere Entwicklung des Vornieren

und Urnierenganges Untersuchungen an. 

Als Versuchsmaterial benutzte ich 

22 Taubenembryone. Das Material in 

10 Stadien von 1 oder 2 Ursegmentpaaren 

bis 9.0mm Korperlange wurde mit 

Zeuker'scher Losung fixiert. Die Far

bung geschah mit Boraxkarmin und es 

wurde in queren Serien von 10ƒÊ Dicke 

geschnitten. Die Wachsplattenmodelle 

wurden in 150 facher Vergrosserung 

hergestellt.

Als Resultat meiner Untersuchungen 

mochte ich folgendes hervorheben:

1) Zwischen der Vogelvorniere und 

Urniere konnen wir keine genauere 

Grenze ziehen. Nach dem Endresultat 

meiner bisherigen verschiedenen Mit

teilungen, ist alles Tatsachenmaterial, 

das die beiden, Vor- und Urniere, scharf
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trennen sollte, sehr ungenugend.

2) Die Verlangerung des beider

seitigen primaren Harnleiters geht stets 

schneller vor sich als die primare 

Segmentierung der letzten Ursegmente. 

Das heisst, die caudalsten Enden der 

beiderseitigen Urnierengange liegen stets 

mehr caudalwarts als die entsprechenden 

letzten Ursegmente.

3) Die erste Anlage des Vornieren

ganges entwickelt sich als eine strang
artige schmale fortlaufende Verdickung 

der Urogenitalplatte. Sie entwickelt sich 

anfangs gemeinsam mit der Vornieren

kanalchenanlage, trennt sich dann aber 

von dieser gemeinsamen Anlage ab und 

wachst caudalwarts weiter.

4) In allen Fallen ist die laterale 

wand des Urnierenganges dunner als die 

mediale Wand.

5) Aus zahlreichen Stellen sendet 

der Urnierengang seine Knospen nach 

den Ursegmentstielen und verbindet sich 

mit diesen. Deswegen beteiligt sich der 

Urnierengang an der Ausbildung der 

Urnierenkanalchen.

6) Die aussere Form des Urnieren

ganges ist sehr verschieden: Bei den 

jungeren Embryonen sind die kranialen 

Teile der Gange meistens oval oder lang

lich oval, die caudalen Teil dagegen sehr 

fl ach.

Bei den alteren Embryonen (uber 26 

Ursegmentpaare) sind die kranialen Teile 

der Gange klein und rundlich, die cau

dalen Teile aber sind dick und zeigen sehr 

verschiedenen Formen.

7) Erst bei dem Embryo von 26 

Ursegmentpaaren bemerkte ich mehrere 

zerstreut vorhandene kleine Lumina des 

Ganges an seinem kranialen Teil.

Im nachsten Stadium (Embryo von 

33 Ursegmentpaaren) vereinigen sich 

solche zersreute kleine Lumina unter

einander, und es bildet sich ein relativ 

langes fortgesetztes Lumen. Auf diese 

Weise hohlt sich das Lumen des Ganges 

caudalwarts aus.

8) Das unregelmassig geformte 

weiteste Lumen findet mau am caudalen 

Abschnitt der ca. 6.0-7.5mm langen 

Embryone.

9) Bei den 9.0mm langen Em

bryonen ist der Urnierengaug auf der 

ganzen Strecke plotzlich abgeplattet and 
auch sein Lumen wird sehr schmal.

(Autoreferat.)
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1.　緒 言

嚢 ニ鳥類前腎管發生ニ就 キ十姉妹及 ビ家鴨

胎兒ニ於テ研究セル余ハ其 ノ後更ニ進 ンデ原

腎管 ノ發生學的檢索ニ從事 セシヲ以テ之ヲ公

ニセント欲ス.階 梯記載ノ章ニ述ベルガ如 ク,

前腎管モ原腎管モ判然タル區劃ナク前腎管 ノ

發生ヲ觀 レバ勢 ヒ原腎管 ノ觀察ヲモ併セ行ハ
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ザル可ラズ.故 ニ本報告ニ於テハ特ニ表題 ヲ

更 メ,原 腎管ノ後期發生 ヲモ併 セテ詳述ス可

シ.

前2報 告 ニ附言 セルガ如 ク,鳥 類 ニ於 ケル

此種 ノ檢索 ハ甚 ダ不充分 ニ シテ,殊 ニ我 ガ邦

ニ於 テハ其 ノ詳細 ナル發表 ハ殆 ド認 メ得 ザル

ガ如 ク前腎管 ノ稜生 三就 テハ尚 ホ深 ク追 求 シ

度 キ點多 々ア レバ ナ リ.

抑 々前腎管 ト原腎 管 トハ組織學 的 ニモ形 態

學 的 ニモ之 ヲ判 然 ト區別 ス ル コ トハ困 難 ナ

リ.古 來理論的 ニハ兩者 ヲ區別 シ居 レドモ實

際的 ニハ兩者 ヲ明確 ニ 區別 シ得可 キ證徴 ハ少

ク,且 餘 リニモ貧弱 ナ リ.從 ツテ之等 ノfi索

二當 リテハ甚 グ シク困難 ヲ感 ズルモ ノニシテ

Felix氏 ハ兩者 ヲ同一視 シテprimarer Harn

leiterト 稱 セ リ.前 腎及 ビ原 腎間 ニ於 テモ判

然タ ル區別無 キハ勿論 ニ シテ現今 大體 ニ於 テ

Huckertsche Auffassun (1888)ヲ 信 ズルモ

ノ多 シ トスル モ此説 ニ於 テハ兩腎 ヲ實際上區

別 シ得 可 キTatsachenmaterialガ 貧 弱 ナ リ.

之 ニ對 シSedgwick-Field'sche Theorieア リ

テ此方 ハ最近 ニ於 テハ主ニ米佛 ノ學者 ニ少數

ノ支持者 ヲ認 メタ リ.即 チWalsche, Louis

 de (1929-30)ハChrysemps marginataニ

就 テ研 究 シSedgwick'sche Theorieヲ 支 持

シ前 腎,原 腎及 ビ後腎 ニハ明確 ナル區別 ヲ附

シ難 シ トセ リ.前 腎管 ト原腎 管 トヲ判 然 ト分

タ ン ト試 ムル コ トハ却 テ不合理 ニ陷 ル懼 レア

ル ヲ以 テ本報告 ニ於 テハ一括 シテ前腎 管 ノ極

初 期 ヨリ原 腎管 ノ發生及 ビ發育 ニ就 キ階梯 ヲ

設 ケ順 ヲ追 ヒテ記載 セ ン.

Felix氏 等 ノ所謂Drusenabschnittノ 前 腎

管原基部 及 ビmesodermaler Endabschnitt 

des primaren Harnleitersガ 胎 兒發育 ト共

ニ原腎小管發生 ト如何 ナル關 係 ヲ有 スルカ諸

家 ノ説必 ズ シモ一致 セズ.即 チ 原 腎 小 管 ハ

Wolff氏 管 トハ全 ク無關係 ニUrsegmentstiel

ノ ミ ヨリ生 ジ二次的 ニ原 腎管 ト結 合 シテ之 ニ

開 口スルモノナ リヤ,或 ハ反對 ニ原腎管 ノ管

壁 細胞 ノ増殖 ニ依 リ原 腎小管 ノ發芽 ヲ見 ル モ

ノナ リヤ,或 ハ亦原 腎小管 ノ一部 ハ原腎 管 ノ

管壁細胞 ヨリ,一 部 ハUrsegmentstielノ 細

胞 ヨリ生 ズルモノナ リヤ是 レ原腎管 ノ發 生學

的檢索 ニ重大 ナル關係 ヲ有 ス.Remak, Ra

thke (1861), Bolliker, Praun, Furbringer,

 Sedgwick (1880)等 ハ原 腎小管 ハWolff氏 管

ト無關係 ニ生 ジ二次的 ニWolff氏 管 ニ開 口ス

トセ リ.Bornhaupt (1867)及 ビGrafe (1906)

等 ハ原腎小管 ハ原腎 管 ノSolid或 ハausge

hohlteノSptossニ シテ之 ガquerノAnlage

ト結 合 ス ト云ヘ リ.Waldeyer (1870)ハ 原 腎

小 管 ノ ミナ ラズ絲毬體 モWolff氏 管 ヨ リ生 ズ

トナ ス.Felix氏 ハprimarer Harnleiterニ

達 シテ之 ニ開 口スル モノ,primarer Harnlei

terノ 發 芽 ガquerノAulageト 結 合 ス ルモノ

及 ビUrnierenureterニ 開 口 スルモ ノノ13種

ニ區 別 セ リ.

次 ニpriｍarer HarnleiterノGeneseノ

問 題ナ リ.Ruckert (1888)ハ 脊 椎動物 ニ於

テハWolff氏 管 ハ前腎 ノ一部 ニ シテ前 腎 ハ胎

兒頭方 ヨリ尾 方 ニ進 ム ニ從 ヒrudimentar

ノ度 ヲ増 シ途 ニ前 腎小管 ヲ失 ツ テ1箇 ノ縦

走 スル管 トシテ維持 サ レ居 ルモノ ト云 ヘ リ.

其 ノ後Felix氏 モ氏 ノ所 謂mesodermaler

 Eudabschnittヲ 論 明 シテ曰 ク, spezifische

 Vormieren-drusen-Anlageハ 完 成 セル,或 ハ
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廃 殘 的 前 腎 小 管 發 生 ト,之 ト共 通 ノAnlage

カ ラ生 ゼ ルSammelgangノ 發 生 ニ 依 リ テ 起

リ, mesodermaler Endabschuittハ 之 ニ 反

シ前 腎 小 管 ヲ 有 セ ズ シ テSammelgangノ ミ

ヲ有 シ前 腎 小 管 ノ原 基 ハlatentニ 終 リspezi

fische Vornieren-drusen-Anlageデ ハmani

feat トナ リ シ モ ノ ト稱 セ リ.Boveri (1890),

 Wiederscheim (1890), Semon (1891), Price

 (1896), Rabl (1896), Wheeler (1899), 八 田

(1900)及 ビBrauer (1902)等 モ 略 ボ 同 一 ノ 説

ヲ ナ セ リ.

Felix氏 ハRuckertノ 説 ヲ支 持 シ鳥 類 ニ 於

テVornierensegmentトUrnierensegment

トノ 境 界 ヲ 明 確 ニ 決 定 セ リ.而 シ テRuckert

ノ 説 ノ 最 モ 根 據 トス ル 點 ハMaas (1897)ハ 前

腎 ガauBerer Glomerulusヲ 有 ス ル 點 ナ リ ト

云 ヘ リ.此 外 前 腎 ト原 腎 トノ差 異 トシ テ 前 腎

小 管 ト原 腎 小 管 トノ 發 生 母 地 ノ状 態,更 ニ之

等 ガWolff氏 管 トノ 關 係 ノ相 違,或 ハ 兩 腎 ノ

一 般 的 發 育 程 度 ノ 高 低 等 ヲ指 摘 ス ル 者 ア リ.

此 説 ニ 反 對 シ テSednwick-FieldノTheorie

或 ハPriceノHolonephrosノTheorieア リ.

而 シテ 余 ノ 實 地 檢 索 ノ結 果 ハ 前2報 告 ニ モ 示

ス ガ 如 ク爾 腎 ヲ 明 確 ニ 區 別 ス ル ニ 足 ル 充 分 ナ

ル 根 據 ハ 存 在 セ ザ ル ヲ知 レ リ.Selachierニ

於 テ ハ 前 腎 ノDrusenabschnittト 之 ニ續 ク

原 腎 小 管 ノ發 生 母 地 ナ ルUrsegmentstielノ

間 ニ ハ特 殊 ノ 組 織 學 的 變 化 ノ 差 異 ア リ.即 チ

後 者 ノUrsegmentstielノSomatopleuraハ

Splanchnopleuraニ 比 シ著 シ ク 厚 ク丈 高 キ 圓

〓 状 細 胞 配 列 セ ル モDrusenabschnittニ 於

テ ハ カ カ ル コ トナ シ ト云 フ.然 レ共 余 ハ 前2

同 ノ檢 索 ニ 於 テ 鳥 類 ニ 於 テ ハ カ カ ル 現 象 ヲ 認

メ ズ.

原 腎 ノ 生 理 的 機 能 ニ 就 テ ハ 最 近Kornfeld

 (1926)ノ 業 績 ア リ.其 ノ 他Gianelli (1925),

 Mijsberg (1925), Calabresi (1927), Strauser

 (1928)等 モ原 腎 ノ 分 泌 機 能 ヲ 認 メ タ リ.亦

Day C. D. (1928), Wrete (1934)等 ハ原 腎 ノ

内 分 泌 機 能 ノ 存 在 ヲ 疑 ヘ リ.

荷 ホ原 腎 管 ノ 形 状 ニ 就 テ 一 言 セ バ, Gasser

 (1877)ハ 鳥 類 ニ 於 テWolff氏 管 ハ 其 ノ 頭 方 部

圓 形 ニ シ テ 管 腔 無 ク,尾 方部 ハ 扁 平 ナ リ ト.

亦Waldeyerモ 管 ハ 發 生 途 上abplattenス ル

トセ リ.

管 ノ 内 腔(Lumen)モGasser氏 ニ 依 レバ

始 メ 頭 方 ニ 生 ジkraniocaudalwartaニ 開 ケ 行

ク ト云 ヘ リ.Rabl (1896)モSelachierニ 於

テ 始 メ 頭 方 ニ 生 ゼ ル 管 腔 ハ 急 速 ニkranioca

udalwartsニ 成 長 ス トセ リ.Lillie (1927)ハ

35原 節 數 鷄 胎 兒 ニ 於 テ 原 腎 管 ノ 内 腔 ハ 三 角 形

ヲ 呈 ス ト云 ヒ, Balfour (1878)ハ 珠 數 状 ヲ ナ

ス ト云 フ.Felix氏 ハ鳥 類 ノ原 腎 管 ノ 尾 部 ニ

ハUrnierenureter發 生 シ テ 種 々 ノ形 状 ヲ ナ

ス ト云 ヘ リ.

2.　 材 料 及 ビ 研 究 方 法

材 料 ハ 發 生 極 初 期 ノモ ノ ヨ リ 順 ヲ追 ヒテ22箇

ノ家 鳩 胎 兒 ヲ選 ビ タ リ.之 等 ハ 總 テZenker氏 液

或 ハFormalin溶 液 中 ニ固 定 シBorax-Karminニ

テStuckfarbungヲ 施 シ,所 定 ノ方 法 ニ依 リ10μ ノ

厚 サ ヲ有 ス ハ横 斷 連 續 切片 ニ作 製 シ タル モ ノナ リ.

22胎 ノ内 特 ニ必 要 ト認 メ シモ ノ14胎 ハEdinger

氏Zeichenapparatニ 依 リテ150倍 ニ廓 大 シ厚 サ

1.5mmノ 蝋 板 ニ直 接描 寫 シBorn-Peter氏 法 ニ 從

ヒ テ象 形 複 成 模 型 ヲ製 作 シ以 テ 顯 微 鏡 的 所 見 ヲ補

正 セ リ.

165



1618　 檀 上 順 三

而 シテ特ニ正確ヲ期スル爲メ原基發生直前 ノ原

節數ノ異ル3鳩 胎ヲモ加ヘ發生 ノ順ヲ追ヒテ10階

梯ニ分チ第8階 梯迄ハ各々顯微鏡下ニ原節數 ヲ計

算シテ觀察記載セ リ.

22鳩 胎 ノ内階梯中ニ編入記載セル胎兒ハ第1階

梯ニ於テ3胎,第2階 梯ニ於テ2胎,第4階 梯ニ

於テ3胎,第9及 ビ第10階 梯 ニ於テ各々2胎,第

3, 5, 6, 7, 8階 梯 ハ各々1胎 ニシテ合計17胎 ニ

上 リ,後 ノ5胎 モ共ニ觀察 シテ記載ニ際 シ參考ニ

供シタリ.而 シテ本報告ニ於テハ左側原腎管頭方

部ヲ特 ニ詳細ニ觀察 シ前腎 トノ關係ヲ追求スルヲ

以テ主目的 トセリ.

3.　 家 鳩各胎兒ニ於 ケル管原基 ノ觀察

第1階 梯

A. 家鳩胎兒番號70A.原 節數1-2.

長徑約3.0mm

神經溝ハ外胚葉ヨリノ分化不充分ニシテ兩者 ノ

境界不鮮明ナリ.中 胚葉ハ1乃 至2原 節ヲ分 ツモ

原節 ト其 ノ周圍 トノ境界ハ極メテ不明瞭ナリ.原

節ハ第1及 ビ第2共 中ニ原節控ヲ認 メズ.側 板ハ

所々SomatopleuraトSplanchnopleuraヲ 區別

シ得 ル モ其 ノ中 間 ニハ 間 隙 ヲ形 成 セ ズ シテbeide

 Pleuraハ 互 ニ密 接 ス.故 ニMittelplatteト 稱 ス可

キ部 分 ヲ認 メズ.側 板 ノSomato及 ビSplanchn-

opleuraハ 未 ダprimare Segmentierung充 分 ナ

ラザ ル ヲ以 テ細 胞 密 ニ,且 不規 則 ニ配 列 シ,其 ノ

細 胞 層 ハ 側 板 ノ總 體 的厚 サ トナ リ,特 有 ナ ル 細 胞

増 殖 ニ依 ル凹 凸無 ク, beide Pleura間 ニ モ其 ノ細

胞 層 ニ依 ル厚 サ ノ差 異 ナ シ.即 チ前 腎 原 基 ノ痕 跡

ヲ モ認 メズ.

B. 家 鳩 胎兒 番 號61A. 原 節 數3-4.

長 徑3.0mm

神 經 溝 ハ比 較 的 明 瞭 ニ境 界 サ ル.胎 兒 頭 方 ニ於

テ ハExocoelomハ 廣 濶 トナ リ居 レ ドモ第2原 節

以 下 ハ急 ニ狹 隘 トナ リ, primare Segmentierung

ハ 第3乃 至 第4原 節 迄 行 ハ ル.第1及 ビ第2原 節

ノ側 板 ノSomato及 ビSplanchnopleuraハ 著 明

ニ 區別 サ レ,各 々 ノPleura共cubisch,或 ハ圓 形

ノ細 胞 單 層 ニ配 列 シ,各 層 共 ニ其 ノ厚 サ ニ差 異 ヲ

認 メズ.beide Pleuraノ 間 ニ ハ 所 々 ニ斷 續 的 ニ極

メテ 微 細 ナ ル間 隙 ヲ認 ム.是 レ腹 腔 ノ初 現 ナ リ.

Urogenitalplatteト 稱 ス可 キ部 位無 ク,亦 細 胞 ノ

増 殖肥 厚 ヲ モ證 明 シ難 シ.

Fig. 1.

第1階 梯　原節數3乃 至4 長徑約3.0mm 鳩胎第4原 節頭部横面切片 約200倍 廓大

Ch.=Chorda dorsalis. Ek.=Ektoderm. En.=Endoderm.

Nr.=Nervenrinne. V'=rudimentare Vornierenanlage.
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第3及 ビ第4原 節ニ於テハ側板 ノ原節側部ハ側

板ノ他ノ部位ニ比シ少シクSomatopleuraノ 細胞

配列密ナリキ.然 レドモ特殊 ノ細胞群 ニヨル増殖

肥厚ハ認 メ得ザ リキ.Fig. 1.ハ 第4原 節 ノ一部ニ

シテ左右共著明ナルSomatopleuraノ 肥厚ハ存在

セズ.

原節ハ何 レモ圓〓状細胞 ノ規則正シキ放線状配

列 ヲ見,尚 ホ原節中央 ヲ切截セル横斷切片ニハ狹

キ原節腔 ヲ認 メ,中 ニ血球2-3箇 ヲ藏セリ.腹 腔

ノ發育未ダ幼稚ニシテ之等原節腔ハ腹腔 トハ交通

シ居ラザルガ如 シ.

C. 家 鳩 胎 兒 番 號58A.原 節 數5.

長 徑 約3.5mm

諸 臟 器 ノ發育 程 度 ハ鳩 胎61A.ト 大 差 ナ シ.然

レ共神經 堤 ハ少 シ ク其 ノ厚 サ ヲ増 加 シ,原 節 自身

モ其 ノ前後 徑 ヲ増 大 セ リ.頭 方第1,第2原 節 附

近 ニ 於 テ ハsekundare Segmentierungノ 像 漸 次

著 明 トナ リ,原 節 側方 部 ナ ル側 板 トノ連 絡 部 ハ 短

キ範 圍 ニ於 テ原 節 及 ビ側 板 ヨ リ 區劃 セ ラ レテ 存 在

ス.即 チ此連 絡 部 ハMittelplatteト 稱 ス可 キ部 分

ニ シテ更 ニ第3, 4, 5原 節 ト尾 方 ニ進 ム ニ從 ヒ此

Mittelplatteハ 頭 方 ニ於 ケル程 明 確 ニ 區劃 サ レ居

ラザ ル ナ リ.是 レ即 チsekundare Segmentierung

ガ尾 方 程遅 延 ス ル爲 メナ リ.之 等 頭 方 原 節 ノMit

telplatteニ ハ 家 鴨 ニ於 ケ ル 程 著 明 ナ ルSomato

pleuraノ 増殖肥 厚 無 シ.然 レ ドモ第4, 5原 節 ノ不

明 瞭 ニ 區劃 サ レ シMittelplatteノSomatoplenra

ニハ 比 較 的 ニ大 ナ ル 核 ヲ有 スル 濃 染 セ ル細 胞 塊 ヲ

認 ム ル コ ト屡 々ナ リキ.原 節 腔 ト腹腔 トノ交 通 ハ

未 ダ 開 通 セ ズ.

第2階 梯

A. 家 鳩胎 兒 番 號72A.原 節 數7-8.

頭 方 部神 經 溝 ノ兩神 經 堤 ハ相 接 着 シテ 一 部神 經

管 ヲ形 成 ス.心 臟,大 動 脉 原基,未 ダ 出 現 セ ズ.

Exocoelomハ 第1及 ビ第2原 節 迄 ハ 廣 濶 ニ展 開

ス.第3, 4原 節 ヨ リハ 狹 隘 ナ リ.

側 板 ノbeide Pleuraハ 著 明 ニ區 別 シ得 ル モ其

ノ原 節 側 ノ一 部 分 ノミハ 區別 不 明 瞭 ナ ル コ ト多 シ.

殊 ニ第3, 4原 節 ノ側 板 原 節 側部 ハbeide Pleura

ノ細胞 ハ 互 ニ入 リ亂 レ テ密 ニ配 列 シ區別 不 可 能 ナ

ル 所 少 ナ カ ラ ズ.故 ニ此 部 ハ 細 胞 ノ配 列 状 態 ニ ヨ

リテMittelplatteト シ テ原 節 及 ビ側 板 ヨ リ識 別 サ

ル.然 レ共其 ノ境 界 ハ極 メテ 漠 然 タ リ.而 シテ之

等MittelplatteノSomatopleuraニ ハ肥 厚 ニ ヨ

リテ生 ゼ ル 特 殊 ノ細 胞塊 或 ハ 突 起 ハ 認 メ難 シ.更

ニ之 等 頭 方 原 節 ノ側 板 ノSomatopleuraノ 細 胞 層

ノ厚 サ ハ 一 般 ニSplanchnopleuraノ 夫 レニ 比 シ

著 シ ク薄 ク,Splanclmopleuraハ 丈 高 キ圓 〓 状 細

胞 ノ配 列 セル ニ反 シ, Somatopleuraハ 圓 形 或 ハ

cubischノ 細胞 列 ナ ル ニ過 ギ ズ.

第5原 節以 下 第8原 節 迄 ノ状 態 ヲ觀 ル ニpri

mare及 ビsekundare Segmentierungノ 像 漸 ク

低 度 トナ リ殊 ニ第7, 8原 節 ニ於 テハ 原 節 ト側 板 ト

ノ間 ノ中 間 部 附 近 バ 一 樣 ニ厚 サ ヲ増 シ テ側 方 ノ側

板 ニ相 移 行 シ,細 胞 ハ 總體 的 ニ密 ニ配 列 シMittel

platteヲ 區別 シ得 ズ.

第5原 節 ヨ リ以 下 ハ 之 ヲ象 形 複 成 模 型 ニ製 作 シ,

 Mittelplatteニ 相 當 スル 部 位 ヲ詳 細 觀 察 セ ル モ,

前 腎 或 ハ 前 腎 管 原 基 ヲ見 出 シ得 ズ.顯 微鏡 的 ニ之

等 原 節 ヲ觀 察 ス ル モ著 大 ナ ル肥 厚 或 ハ突 起 ハ見 出

シ得 ズ シテ,將 來Mittelplatteト ナ ル可 キ 部 ヨ リ

側 板 ニ カ ケ テ總 體 的 ニ細 胞 層 厚 ク,且 其 ノ細胞 ハ

密 ニ入 リ亂 レ テ配 列 セ リ.Mittelplatteノ 廣 サ ハ

各 原 節 ニ ヨ リテ 大 ナル 差 異 ア リ,且 其 ノ境 界 ハ 明

瞭 ヲ缺 ク ヲ以 テ 正 確 ニハ 測 定 シ得 ザ レ ドモ,最 モ

廣 キ 部 分 ニ於 テ ハ 原 節 側 方 ヨ リ側方 ニ 向 ツ テ測 定

シ大 約3.0-4.0mm/80 (nach Olympus)ナ リキ.

B. 家 鳩 胎兒 番 號64B. 原 節 數9.

長 徑 約3.5mm
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神 經 管 ハ頭 方 ニ於 テ一 部 閉 鎖 セ リ.第1及 ビ第

2原 節 ニ於 テ ハExocoelomノ ミナ ラ ズCoelomモ

間 隙 状 ヲ ナ シテ原 節 ト側 板 ノ略 ボ境 界 附 近 迄 ハ 出

現 セ リ.原 節 腔 ハ前 階 梯 ニ比 シ明 カ ニ其 ノ廣 サ ヲ

増 シ,原 節 中央 ニ 於 テ 細 キ 線 状 ノ腔 ヲ以 テ腹腔 ト

交 通 ス.Mittelplatteハ 存 在 セ ズ.

第3及 ビ第4原 節 ニ於 テ モMittelplatteト 稱 ス

可 キ 部 分 ハ 消失 シSomatoplemraハ 原 節 ヨ リ側 板

ニ平 坦 ニ移 行 シ細 胞 ノ肥厚 亦 ハ 隆 起 無 シ.腹 腔 ハ

狹 隘 ナ ル 間隙 トシテ 内 方 ハ 原節 腔 ニ外 方 ハExo

coelomニ 通 ズ.

第5, 6原 節 ノ側 板 原 節 側 部 ハbeide Pleuraノ

分 化頭 方 原節 ノソ レ ニ比 シ劣 リbeide Pleuraハ

互 ニ密 接 セ ル コ ト多 シ.Somatopleuraニ ハ往 々

輕 度 ノ肥 厚 増 殖 ヲ認 メ タル モ概 ネbeide Pleuraノ

細胞 層 ハ 其 ノ厚 サ ヲ異 ニ セ ズ.

第7, 8, 9原 節 ニ至 レバ 側 板原 節 側 部 ハ 特 ニSo

matopleuraノ 細胞層厚ク,且 密ニ竝 ビ居ルヲ總

テノ切片ニ連續シテ認 メ得.之 等輕微ナル膨隆ヲ

模型 ニ於テ觀察スル時ハFig. 2.ニ 示 ス如 ク原節

ノ側方ニ神經管ニ平行シテ比較的ニ幅廣キ隆起 ト

シテ認ム.斯 ノ如 ク顯微鏡的檢査ニ依ルモ,模 型

ニ依ルモ,最 初ヨリ前腎小管等 ノ微細構造ハ原基

中ニ見出シ得ズ.此Somatopleuraノ 連續肥厚ハ

原節 トハ淺キ1條 ノ溝ニヨリテ境サレ,側 板 トハ

特ニ鮮明ナル境界ヲ有セズシテ相互ニ移行シ合ヘ

リ.

原基 ノ最頭方部ハ其ノ幅狹ク不定型的ニシテ一

部 中絶 セ リ.

前 腎 及 ビ 前 腎 管 合 同 原 基 全 長

左 側 約4.7cm/150

右 側 約4.9cm/150

幅 最 廣 左 側 約0.7-0.8cm/150

右 側 約0.8cm/150

Fig. 2.

第2階 梯 原節數8乃 至9 長徑約3.5mm 鳩胎前腎管及ビ前腎發生模型圖

150倍 廓大製作模型 2/3縮 少撮影

Nr.=Nervenrohr. Spl.=Seitenplatte. Ur.=Ursegment.

V.=Vornierenanlage. Vg.=Anlage des Vornierenganges.

第3階 梯

家鳩胎兎番號71A. 原節 數11.

神 經管ハ第11原 節尾方迄閉鎖ス.心臟及ビ大動

脉原基初現ス.

Mittelplatteハ 第5原 節迄存在セズ.腹 腔ハ比

較的ニ廣キ間隙 トシテ側板 ノ最内側部即チ原節 ト

ノ連結部迄展開シ,各 原節ヲ構成スル丈高キ圓〓

状細胞ハ側方 ノSeitenplatteニ 移 行スルニ從ヒ徐
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徐 ニ其 ノ高 サ ヲ減 少 シテ賽 子 状 細 胞 ノ配 列 ヲ見 ル

ニ至 ル.而 シ テ一 般 ニSomatopleuraハSplan

chnopleuraヨ リモ少 シ ク菲 薄 ナ リ.

第6, 7原 節 ニ於 テハ 原 節 ト側 板 トノ間 ニMittel

platteア リ.即 チ此Mittelplatteハbeide Pleura

ガ 一時 側 板 ニ於 ケ ル ヨ リモ ヨ リ近 ク相 接 近 シ,或

ハ 全 ク密 接 シ居 ル爲 メ,或 ハ其 ノSomatopleura

上 ノ少 許 ノ肥 厚 存 在 ス ル爲 メ ニ見 分 ケ ラ ル.Mit

telplatteノ 廣 サ ハ 常 ニ一定 シ居 ル モ ノナ ラズ シテ

多少Segmentalノ 傾 向 ヲ有 シ,原 節 中 央 ニ於 テ廣

ク原 節 周 邊 ニ於 テ 稍 々 狹 シ.

第8原 節 ヨ リハFig. 3.模 型 圖 ニ示 ス如 ク連 續

的 ノSomatoplenraノ 隆 起 ナ リ.此 隆 起 ハ 明 カ ニ

原 節 及 ビ 側 板 ノ中 間 ニ於 テ境 サ レ外 胚 葉 ニ 向 ツテ

1條 ノ膨 隆 トナ リ居 レ リ.

第10及 ビ第11原 節 ニ於 テ膨 隆 最 モ廣 大 ニ シ テ其

ノ最尾端ハ第11原 節ノ尾方未ダSegmentierung

ノ行ハレザル部位ニ迄到達ス.

顯微鏡的ニ詳細觀察スルモ前腎小管 ノ合融セル

如キ所見 ヲ見出シ得ズ.所 々ニ原基發生母地 タル

MittelplatteノSomatopleuraト 原基 トハ連絡 ヲ

絶テル如 キ部分アレドモ多 クハ多少 ノ連絡ヲ有 シ

1原 節中(切片數ハ概ネ9-10枚)明 カニ連絡斷絶

シテ孤立セル切片ハ精々1枚 乃至3枚 ニシテ,而

モ之等 ノ連絡 ヲ認 メザル切片ハ同一原節中所々ニ

不規則ニ散在シ居 リ,原 基中ニ前腎小管 ノ存在 ヲ

想像スルコトハ極 メテ困難ナリ.且 模型ニ於テモ

原基ハ決 シテSegmentalノ 態度ヲ トラズシテ一

律的ナリ.

尚 ホ原基(前 腎及ビ前腎管合同 ノ)ハ家鴨胎兒ニ

於ケル如 キ外側方ニ向フ褶襞ニ非ズシテ寧 ロ外胚

葉 ニ向ツテ聳立スル隆起 ニシテ十姉妹胎兒 ノ初期

Fig. 3.

第3階 梯 原節數11 鳩胎前腎及ビ前腎管發生模型

150倍 廓大製作模型 約7/11縮 少撮影
Nr.=Nervenrohr. Ur.=Ursegment . Spl.=Seitenplatte .V

.=Vornierenanlage. Vg.=Anlage des Vornierenganges
.
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原 基 ニ類 似 ス.

第8原 節 ヨ リ以 下 ハ 腹 腔 ハ發 育 不充 分 ニ シテ 原

節 腔 トモ交 通 セ ズ.mesodermaler Endabschnitt

(以 下 略 號m. E.ヲ 使 用 ス)ハ 左 右 側 共 ニ未 ダ 出 現

セ ズ.右 側 原 基 ハ左 側 ノ ソ レニ比 シ少 シ ク肥 厚 ノ

度 強 ク且 ヨ リ長 ク延 長 ス.

原 基 全 長 左 側 約6.0cm/150

右 側 約6.4cm/150

幅 最 廣 左 則 08cm/150

右 側 07cm/150

高 サ (Somatopleuraヨ リ ノ)

最 高 左 側 0.4cm/150

右 側 0.4cm/150

第4階 梯

A. 家鳩 胎兒 番 號67A. 原 節 數12-13.

第1腮 嚢 ハ未 ダ外 胚 葉 ニ達 セ ズ.心 臟 及 ビAorta 

dorsalisノ 原 基 明 カ ナ リ.

第1及 ビ第2原 節 ニ於 テ ハ 原 節腔 ハ擴 大 シ,原

節 ノ内 側 及 ビ腹 側 ノ放 線 状 配 列 ヲナ セル 細 胞 ハ次

第 ニ崩 壞 シテMesenchymgewebeト ナ リ,之 ニ

反 シテ原 節 ノ背 側 ニDermatom及 ビMyotom存

在 シテ 此 部 ニ 圓 〓状 細胞 ノ配 列 ヲ見 ル.

第7原 節迄 ハ 原節 腔 ハ腹 腔 ト交 通 セル ヲ明 瞭 ニ

認 ム.第8原 節 以 下 ハUrogenitalplatteハ 中 ニ間

隙 ヲ有 セザ ル ヲ以 テ此 交 通 ハ認 メ得 ザ ル ナ リ.

前 腎 及 ビ前 腎 管原 基 ハ第7原 節 ヨ リ以 下 ニ漸 次

著 明 ナ リ.第6原 節 ニ 於 テ ハ 則 板 ト原節 間 ニ狹 キ

Mittelplatte存 在 ス ル モ背腹 方 面 ニ於 ケ ル其 ノ厚

サ ハ 極 メテ非 薄 ニ シ テSomatopleuraノ 肥 厚 増殖

無 シ.

Fig. 4.ニ 示 スガ 如 ク第7原 節 ニ於 テ モSomato

pleura上 ノ原 基 ハ 貧 弱 ニ シ テ一 部 原基 ハ 斷絶 セ

リ.

約 第9原 節 ヨ リハ 略 ボ定 型 的 ノ強 大 ナ ル 原基 ノ

原 節 側 方 ニ連 續 的 隆 起 トシテ神 經 管 ニ平 行 ニ走行

スル ヲ見 ル.

肥 厚 原 基 トSomatopleuraト ノ連 結 ノ斷 タ レ居

ル箇 所,或 ハ連 絡 ノ貧 弱 ナ ル部 位 ヲ各 原 節 ニ於 テ

鏡 檢 セ ル ニ第9原 節 ニ4切 片,第10, 11原 節 ニ各

1切 片,第12原 節 ニ3切 片,第13原 節 ニ2切 片

ヲ求 メ得.之 等 連 結 無 キ 切 片 ハ 各 原 節 共 全 ク不 規

則 ニ散 在 シ居 レ リ.且 一見 原 基 トSomatopleura

トハ連 結 シ居 ラザ ル如 ク見 ユ ル モ,之 ヲ詳 細 觀 察

スル 時 ハ,原 基 モSo matopleuraモ 盛 ン ニ細 胞

増 殖 シ テ兩 者 ハ將 ニ結 合 セ ン トシ ツ ツ ア ル カ ノ

感 ヲ懷 カ シム ル部 分 多 シ.Coelomtrichter或 ハ

Nephrostomalkanalchen等 ハ 存 在 セザ ル ガ如 シ.

原 基 全 長 左 側 約8.5cm/150

右 側 約9.0cm/150

幅 最 廣 左 側 約0.7cm/150

右 側 約0.8cm/150

高 サ 最 高 左 側 約0.4cm/150

右 側 約0.4cm/150

B. 家 鳩 胎兒 番 號58B. 原 節 數13.

長 徑4.0mm強.

頭 方諸 原 節 ノ状 態 ハ67A.胎 兒 ト略 ボ 同 一 所 見

ナ リ,

Urogenitalplatteハ 約 第6乃 至 第7原 節 ヨ リ之

ヲ認 ム ル モ 某 ノ面積 狹 ク,且Gewebeハzellarm

ニ シテatrophischナ リ.

前 腎 管 原基 ハFig. 5.ノ 模 型 寫 眞 ニ示 ス如 ク約

第8原 節 ノ側 方 ニ 微 細 ナ ルSomatopleuraノ 隆 起

ヲ詔 ム.第10原 節 ヨ リハ 隆起 ハ益 々高 度 トナ リ,

第13原 節 尾 方 ニ 於 テ 漸 次 再 ビ微 小 トナ ル ト 共 ニ

最 尾 端 ハ僅 ニm.E.ヲ 初 現 ス.此 胎 兒 ニ於 テ ハ本

階 梯 ノ他 ノ胎 兒 ニ比 シ少 シ ク原 基 ハ 其 ノ高 サ ヲ増

加 セ リ.

顯 微 鏡 的 ニ觀 察 ス ル ニ 原 基 ハ概 ネUrogenital

platteト 密 着 シ之 ト連 絡 セ リ.只 第12原 節 中 ニ
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2箇 所 ノ結合 緊 密 ナ ラザ ル所 ア レ ドモ 之 ヲ 第13

原 節尾 方 ヨ リ發 生 ス ルm.E.ト 其 ノ部 ノSomato

pleuraト ノ間 ノ状 態 ニ比 スル ニ自 ラ差 異 ア リ.即

チ後 者 ニ於 テ ハm. E.ト 之 ニ接 ス ルSomatopleura

トハ 位 置 的 ニハ 密 ニ接 近 シ居 レ ドモ,兩 者 共 其 ノ

輪 廓 分 明 ニ シ テ,其 ノ間 ニ何 等 ノ連 絡 物 無 キ ハ 一

見 之 ヲ知 リ得 ル モ,前 者 ノ場 合 ニ於 テハ 原 基 モ之

ニ 接 近 スルSomatopleuraモ 共 ニ不 規 則 ナ ル輪 廓

ノ一 部 ハ 互 ニ 相 結 合 セル 場 合 多 シ.

Fig. 4.

第4階 梯 原節數12乃 至13 鳩胎前腎管及ビ前腎發生模型

150倍 廓大製作模型 約9/14縮 少撮影

Ur.=Ursegment. Spl.=Seitenplatte. V.=Vornierenanlage.
Vg.=Anlage des Vornierenganges.

原 基 ト原 節 トノ間 ニハ 狹 キ講 ノ走 行 ヲ見 ル.溝

ハ 恰 モ 原 基 ノ存 在 ス ル位 置 ニ相 當 シ テ腹 側 ニ モ生

ズ.之 等 ノ溝 ハUrogenitalplatteノ 生 ズ ル爲 メ ニ

起 ル モ ノ ニ シ テ腹 側 ノモ ノハ背 側 ノモ ノヨ リ淺 ク

シテ 廣 ク陷 入 シ, Urogenitalplatteノ 無 キ部 分 ニ

ハ 溝 モ 存 在 セ ズ.且Urogenitalplatteノ 廣 狹 ハ

Segmentalナ ル ヲ以 テ此 溝 モ 原節 中央 ニ於 テ廣 ク

淺 ク.原 節 周 邊 ニ於 テ 狡 ク深 ク ナ16傾 向 ア リ.此

事 實 ハ 腹 側 ノ溝 ニ最 モ著 明 ニ認 メ ラル.

原 基 全 長 左 側 約8.7cm/150内m. E.約0.8cm/150

右 側 約8.6cm/150内m. E.約1.1cm/150

幅 最 廣 左 側 約0.6cm/150

右 側 約0.7cm/150

高 サ最 高 左 側約0.4cm強/150

右 側約0.5cm/150
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Fig. 5.

第4階 梯 原節數13 長脛4.0mm 鳩胎前腎管及ビ前腎發生模型圖
150倍 廓大製作模型 約3/5縮 少撮影

mE.=mesodermaler ndabschnitt des primaren Harnleiters.

V=Vornierenanlsge. Vg.=Anlage des Vornierenganges.

C.　 家鳩 胎 兒番 號50A.原 節 數13-14.

原 基 ノ状 態 ハB.ト 略 ボ同 一 ナ リ.原 基 トUro

genitalplatteト ノ關 係 ヲ顯 微鏡 的 ニ觀 ル ニ第9原

節 ニ ハ兩 者 ノ連 絡 無 ク シテ 前腎 管 ノSomatopleura

ヨ リ孤 立 セル 切 片3枚 有 リ,第10原 節 ニ1枚,第

11原 節 ニ連 結 緊 密 ナ ラザ ル 切 片1枚,第12原 節

ニ ハ前 腎 管 ノ孤 立 セル 部 位5箇 所,第13原 節 ニ

2箇 所 ニ シテ,第13原 節 尾 方 ヨ リ第14原 節 ニ カ

ケ テ短 キm.E.出 現 ス.

m. EハB.ニ 於 テ モC.ニ 於 テ モ其 ノ横 斷 面 ハ

長 橢 圓形 或 ハ少 シ ク扁 平 ナ ル 形 状 ヲ呈 ス

原 基 ハ何 レモ未 ダsolidニ シテ 比 較 的 大 ナ ル 圓

形 細 胞 ニ依 リテ構 成 サ ル.此 胎 兒 ニ於 テ ハ 第9原

節 ノ原 基 ノ退 化B.ニ 比 シ テ高 度 ナ リ.

原 基 全 長 左 側 約7.6cm/150

内 m. E.約0.4cm/150

右 側 約7.6cm/150

内 m. E.約0.6cm/150

幅 最 廣 左 側 約0.6cm/150

右 側 約08cm/150

高 サ 最 高 左 側 約0.3cm強/150

右 側 約0.4cm/150
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Fig. 6.

第4階 梯 原節數13乃 至14 鳩 胎第10原 節最尾部横斷切片200倍 廓大撮影

A.=Aorta dorsalis. Ek.=Ektoderm. En.=Endoderm.

So.=Somatopleura. Sp.=Splanchnopleura. Vg.=Vornierengang.

Us.=Ursegmentstiel.

第5階 梯

家 鳩 胎 兒 番 號57B. 原 節 數17.

長 徑 約5.5mm

胎 兒 ハ尚 ホ直 線 状 ニ シ テ僅 ニ腦 屈 曲 ヲ出 現 ス.

第1腮 嚢 ハ 外 胚 葉 ニ達 ス.

第1原 節 ニ於 テ ハDermatomノ 輪 廓 ハ 不 明 瞭

トナ レ リ.第2原 節 ヨ リ約 第9原 節 迄 ハ 各 原節 ハ

Dermatom, Myotom及 ビSklerotomニ 分 化 シ ツ

ツ ア リテ始 メ原 節腔 ニ相 當 セル 部 ハMesenchsm

gewebeト ナ リ原 節 腔 ハ背 側 方 移 動 シテ狹 キMyo

coelomト ナ リ, Myocoelomハ 一 時 腹腔 ト原 節 中

央 ニ於 テ直 接 交 通 シ居 ル 事 ハ 家 鴨 胎 兒 ニ於 ケ ル所

見 ト一 致 ス.第10原 節 ヨ リ以 下 ニ於 テ ハ 原 節 及 ビ

側 板 ノ状 態 ハ 略 ボ初 期 階 梯 ニ於 ケル 如 キ發 生 状 況

ヲ示 シ特 ニ異 リ タル所 見 ヲ認 メ得 ザ ル ヲ以 テ 記 載

ハ 省 略 ス.

V. dard. post.ハ 既 ニ胎 兒 ノ背 側ニ テ 原節 ト側

板 ノ境 界 附 近 ヲ直 線 状 ニ走 行 ス.

第5原 節 ヨ リハ模 型 ニ就 テ觀 察 セ リ.初 期 階 梯

ニ於 ケ ル模 型 ノ全 體 ノ形 状 ハ1ツ ノ 平 板 状 ナ リ

キ.然 レ共本 階 梯 ニ屬 ス ル模 型 ニ於 テハ 頭 方 部 ハ

勿 論 尾 方 部 ニ於 テ モ其 ノ形 状 ハ 平 板状 ナ ラ ズ シテ

dachartigナ リ.是 レ即 チ胎 兒 ノ發育 進 行 ス ル ト

共 ニ左 右 ノ兩 側 板 ハ神 經 管 ヲ中 心 ニ 正 中 面 ニ向 ツ

テ位 置 的 廻 轉 ヲ行 フ爲 メニ シ テ且 胎 兒 頭 方 ノ側 板

程 正中 面 ニ近 ク尾 方 程 相 遠 ザ カ ル.即 チ此 位 置 的

廻 轉 ハ 頭 方 ヨ リ始 マ リ尾 方 ニ及 ブ モ ノ ナ リ.

原 基 ノ状 態 ヲ觀 ル ニ,本 階 梯 ニ於 テ ハ模 型 寫 眞

Fig. 7.ニ モ見 ル如 クUrogenitalplatte上 ノ單 ナ

ル隆 起 ト云 フヨ リハ少 シ ク褶襞 状 ヲ ナ セ ル1條 ノ

紐 状 物 ガ附 着 セ リ ト云 フガ 適 當 ナ ル可 シ.是 レ即

チ原 基 ノmehr lateralノ 部 分 ガBomatopleuraト

結 合 セ ルmedialニ 位 ス ル 部 分 ヨ リモ太 ク ナ リ シ

爲 メニ シ テ此 太 キlateraler Teilガ 原 腎 管 ノ原 基

ニ相 當 ス.

而 シテ原 基 ハ頭 方 約 第8原 節 ノ高 サ ニ於 テ 痕 跡

的 ニ認 メ ラ レ,第9原 節 ニ於 テ 一部 萎 縮退 化 シ,

第10原 節 ヨ リ連 續 的 ニ,且 漸次 強 大 トナ リツ ツ尾

方 ニ及 ビ第11原 節 ヨ リモ ヨ リ尾 方 ニ延 長 セ リ.

原 基 ト原 節 間 ニ生 ズ ル背 側 縦 走 溝 ハ 頭 方 ニ 於 テ
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ハ原節及ビ側板ノ急激ナル成長 ノ爲メ次第ニ狹 ク

ナ リテ遂ニ消失シツツアリ 原基ハ此爲メ原節 ト

側板ノ組織中ニ埋沒サ レントセリ.腹 部ノ縦走溝

モ 頭 方 ヨ リ漸 次 消 失 シ行 ク モ 一方 尾 方 ニ於 テ ハ絶

エ ズUrogenitalplatteノ 新 生 ト共 ニ背 腹 ニ廣 キ1

條 ヅ ツ ノ溝 出 現 シ ツ ツ ア リ.

顯 微鏡 下 ニ於 テ モ第6乃 至 第7原 節 迄 ハUro

genitalplatteハ 缺 如 ス.第8原 節 ヨ リ第10原 節 邊

リ迄 ハUrogenitalplatteノ 原 節 側 部 ノ組 織 ハ退 化

シzellarmナ リ.一 般 ニ,約 第7乃 至 第8原 節 ヨ リ

尾 方 ニ於 テハMittelplatteハ 原 節 及 ビ 側 板 ヨ リ分

化 ス ル ト共 ニ,速 ニ其 ノ原節 側 部 ハ退 化 シ始 ム ル ヲ

以 テ 頭 方 第2, 3原 節 邊 リニ於 ケ ル如 キ 明 瞭 ナ ル 原

節 腔 或 ハMyocoelomト 腹 腔 トノ交 通 ハ認 メ得 ズ.

Wolff氏 管 原 基 ト其 ノ發 生 母 地 ナ ルUrsegmen

tstielノSomatopleuraト ノ結 合 無 キ 箇 所 ヲ各 原

節 ニ於 テ求 ム ル ニ 第9原 節 ヨ リ第15原 節 ニ至 ル

間 ニ 合 計15箇 所 ニ シテ 各 原 節 共 平 均1乃 至3箇

所 ノ原 基孤 立 部 位 ア レ ドモCoelomtrichterモ 全

ク存 在 セ ズ前 腎 小 管 ノ如 キ 微 細 ナ ル構 造 ヲ考 フル

コ トハ困 難 ナ リ.上 記15箇 所 ノ内 ニモWolff氏

管 原 基 トSomatopleuraト ガ 完 全 ニ分 離 シ居 ル コ

トハ 比 較 的 ニ少 ク,多 クハSomatopleuraノ 細胞

増 殖 ガ原 基 ニ向 ツテ 成 長 シ ツ ツア ル カ,然 ラザ レ

バ前 腎 管 原 基 自己 ノ變 形 ニ依 リテSomatopleura

ニ向 ヒ細胞 群 ノ突 起 ヲ出 シ ツ ツア ル カ ノ如 キ感 ヲ

起 サ シム.Fig. 8.ハ 第15原 節 ノ一 部 ニ シ テSo

matoplenraノ 細 胞 増 殖 ヲ示 ス.カ カル像 ハ 第13,

第14原 節 ニ於 テ モ散 見 ス.

本 階 梯 ニ 於 テハ 所 謂m.E.ハ 第16原 節 ヨ リ始

マ リ第17原 節 尾 方 ニ迄 到 達 ス.其 ノ形 状 ハ 概 ネ背

腹 方 向 ニ扁 平 ナ リ.

Fig. 7.

第5階 梯 原節數17長 徑5.5mm 鳩 胎

前腎管及ビ原腎管發生模型圖

150倍 廓大製作模型 約2/7ニ 縮少撮影

mE.=mesodermaler Endabschnitt.

Ug.=Anlage des Urnierenganges.

Spl.=Seitenp]atte.

Vg.=Vornierengang (atrophisch) .
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原 基 全 長 左 側 約16.0cm/150

内 m. E.約5.4cm/150

右 側 約16.3cm/150

内 m. E.約5.1cm/150

幅 最 廣 左 側 約0.7cm/150

右 側 約0.8cm/150

高 サ 最 高 左 側 約0.4cm/150

右 側 約0.4cm/150

Fig. 8.

第5階 梯 原節數17 長徑5.5mm 鳩胎第15原 節中部横斷面 約200倍 廓大

So.=Somatopleura. Ug.=Urnierengang. Us.=Ursegmentstiel.

Uh.=Ursegmenthohle.

第6階 梯

家 鳩 胎 兒 番 號15B.原 節 數19.

第1及 ビ第2腮 嚢 ハ外胚 葉 ニ到 達 セ リ.第15乃

至 第16原 節 迄 ハ 原 節 ノ腹 側 部 ハ 星 芒状 細胞 群 集

シテ 間 質 組 織 ト化 シ,背 側 ニハ 尚 ホ 圓〓 状 細 胞 ノ

配 列 ア リテDermatom及 ビMyotomヲ 形 成 セ リ.

胎 兒頭 方 ニ於 ケルCoelom及 ビExocoelomハ 最

モ 明瞭 ニ區 別 サ レ,Coelomハ 側 板 ノ内 側 ニ存 シ

テ其 ノ横 斷 面 ハ三 角 形 ヲ呈 シ,Exocoelomハ 之

ヨ リ側 方 ニ於 テ廣 濶 ニ展 開 セ リ.

第8乃 至 第9原 節 ヨ リUrogenitalplatteヲ 認

メ,其 ノ原 節 側 部 ハ第13原 節迄 退 化著 明 ニ行 ハ

レ,一 部 ニ ハ 全 ク消失 セ リ.之 ニ反 シ側 板 ト之 等

Urogenitalplatteト ハ 緊 密 ニ結 合 セ リ.第13原 節

以下 ニ於 テ モ頭 方 數 原節 ノ間 ノUrogenitalplatte

ハ 原 節 側 部 ノ組 織 ヲ保 存 シ居 レ ドモ細 胞 配列 不規

則 ニ シテ,且 一 般 ニzellarmニ シ テ,少 シ ク退 化

現 象 ノ加 ハ リツ ツ ア ル ヲ知 ル.從 ツテ 原 節腔 ト腹

腔 トハ交 通 セ ザ ル ナ リ.原 節 腔 ト腹 腔 トノ交 通 ハ

Urogenitalplatteニ 退 化 現 象 ノ起 リ居 ラ ザ ル 第

17-19原 節 附 近 ニ於 テ モ最 早 認 ム ル能 ハ ズ.

Fig. 9.ニ 於 テ見 ル如 ク,原 基 ハ約 第9原 節 ヨ リ

以 下 ニ認 メ ラル.約 第11原 節 迄 ハ 原 基 ハ 退 化 シ不

規 則 ノ小 ナ ル 細胞 塊 トシテUrogenitalplatteニ 附

着 ス.

第12或 ハ第13原 節 ヨ リハ 原 基 ハ定 型 的 ニ シ テ

退 化 現 象 ヲ認 メズ.之 等 原 基 ノ記 載 ニ 際 シ テ ハ 今

ヤ左 右 兩 側 板 ハ 正 中 線 ニ近 ヅ キ ツ ツア ル ヲ以 テ 前
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階 梯 ニ於 テ原 基 ヲlateraler Teilト,之 ヨ リ更 ニ

内 方 ニ位 シ, Coelomepithelニ 連 ラナ ルmedialer

 Teilト ニ分 チ タル モ 本階 梯 ニ於 テ ハ前 者 ヲdorso

lateraler Teilト シ,後 者 ヲventromedialer Teil

ト稱 ス ル ガ適 當 ナ リ ト信 ズ.dorsolateraler Teil

ハ 即 チ 前腎 管,或 ハ 原腎 管原 基 ニ シテ, ventrome

 dialer TeilハUrsegmentstielニ 外 ナ ラズ.而 シ

テ原 基 ノdorsolateraler Teilガ益 々太 クナ ル ト

共 ニ本 階 梯 ニ於 テ ハventromedialer Teilモ 自

ラ細 胞 ノ増 殖 ヲ ナ シ テ増 大 シ居 レ リ.コ ノ爲 メ ニ

dorsolateraler Teilトventromedialer Teilト ハ

Fig. 9.ニ 觀 ル ガ如 キ極 メ テ狹 キ1條 ノ溝 ニ依 リテ

區 別 サ ル ル ニ至 ル.此 内dorsolat. Teilハ 即 チ原

腎 管 ノ始 マ リナ リ.此 原 腎 管 ハ 未 ダ 内腔 ヲ有 セ ズ

シテ 最 頭 端 ハ略 ボ圓 形 ニ シテ細 小 ナ リ,且 退 化 現

象著 明 ニ シ テ前 腎 管 ト ノ區 別 ヲ附 スル コ トハ 全 ク

不 可 能 ナ リ.第12原 節 邊 リニ於 テ ハ其 ノ横 斷 面 ノ

形 状 ハ 卵 圓 形 ヲ呈 ス ル コ ト多 シ.即 チWolff氏 管

ハ 卵 ノmehr spitzigノ 部 ニ相 當 ス ル部 分 ヲven

tromedialニ 位 ス ルUrsegmentstielニ 向 ケテ 多

ク ハ之 ト結 合 シ,此 部 ヨ リdorsolateralノ 方 向 ニ

横 ハ リ横斷 切 片 ニ 於 テ ハ 其 ノ形 状 恰 モlanglichノ

卵 ヲ斜 メ ニ置 キ タル 樣 ニ 酷似 ス.第15原 節 邊 リニ

到 レバ此 長 卵 圓形 ハ 漸 次rundlich ovalト ナ リ,

遂 ニ第17原 節 以下 ノ所 謂m. E.ト ナ レバ 圓 形 ト

ナ リ或 ハ最 尾端 ハ 扁 平 ニ終 ル.カ カ ル 原 腎 管 原 基

ノ形 状 ノ變 化 ハ 原 腎 管 ハUrsegmentstielヨ リ分

化 ス ル ト同 時 ニ 一方 ニ於 テ 管 原 基 自身 ノ細 胞 ガ 自

Fig. 9.

第6階 梯 原節數19 鳩 胎原腎管頭方部模型圖 150倍 廓大模型 約4/7ニ 縮少撮影

mE.=mesodermaler Endabschnitt.•@ Ug.=Urnierengang.

Ur.=Ursegment. Spl.=Seitenplatte.
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ラ増 殖 ス ル モ ノ ト考 ヘザ ル可 ラ ズ.

亦 原 基 ノmedioventraler Teilナ ルUrsegme

ntstielモ 第11原 節 ヨ リ第13原 節 邊 リニ於 テ ハ

細 胞 ハ 極 輕 度 ノ増 殖 ヲ ナ シ原腎 小 管 ノ原 基 ナ ル

Zellballenヲ 形 成 セ ン トス ル状 態 ヲ認 ム. Fig. 10.

ハ 第12原 節 ノ一 部 ニ シ テUrsegmentstielノ 細 胞

ノ状 態 ヲ示 シ, Fig. 11.ハ 第13原 節 ノ一 部 ニ シ テ

原 腎 管 ノ變 形 ヲ示 ス.

斯 ク ノ如 ク原 腎 管 原 基 及 ビUrsegmentstielハ

分 化 ト退 化 トガ最 モ 短 ク制 限 サ レ タル 時 間 内 ニ起

ル モ ノニ シテ 前腎 及 ビ原 腎 ノ範 圍 ヲ明 確 ニ定 ム ル

コ トハ極 メテ 困難 ナ リ.第15,16原 節 ニ到 レバ原

基 ノ細 胞 増 殖 状 態 ハ 低度 トナ リ居 レ リ.

Nephrostom或 ハCoelomtrichterナ ル モ ノハ

第10乃 至 第12原 節 ノ間 ニ極 メテ 稀 ニ存 ス レ ドモ

第13原 節 ヨ リ 以 下 ニ ハ 全 ク之 ヲ認 ム ル コ ト能 ハ

ズ.

第14原 節 ヨ リ第16原 節 ノ間 ニ 於 テ ハUrseg

mentstielトCoelomepithelト ノ連 結 離 レ ツ ツ ア

ル 部 位 ヲ認 ム ル コ ト屡 々 ナ リ.是 レ即 チUrseg

mentstielガZellballenト ナ ラ ン トシ ツ ツ ア ル ヲ

示 ス.第17原 節 ヨ リハUrsegmentstielハ 側 板 ノ

Coelomepithelト 緊 密 ニ結 合 ス.

原 基全 長 左 側 約20.0cm/150

内m. E.約9.6cm/150

右 側 約21.0cm/150

内m. E.約10.2cm/150

幅 最 廣 左 側 約1.0cm/150

右 側 約1.0 cm/150

高 サ 最 高 左 側 約0.6cm/150

右 側 約0.6cm/150

Fig. 10.

第6階 梯 原節數19 鳩 胎第12原 節最尾部横斷切片 200倍 廓 大撮影

Co.=Coelom. Der.=Dermatom. Ug.=Urnierengang .
Us.=Ursegmentstiel (atrophiert).
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Fig. 11.

第6階 梯 原節數19 鳩 胎第13原 節最尾部横斷切片 200倍 廓大撮影

Der.=Dermatom.•@ Co.=Coelom.•@ Ug.=Urnierengang.•@ Us.=Ursegmentstiel.

第7階 梯

家 鳩 胎 兒 番 號42A.原 節 數26.

長 徑 約6.0mm

胎 兒 ハ直 線 状 ヲ ナ セ ドモ僅 ニ 腦 屈 曲 ヲ 示 ス.

頭 方 部 ニ於 テ ハ 原節 ノ分 化益 々 進 行 シ 一 部 ニ ハ

Myocoelomノ 消 失 ヲ來 セ リ.今 ヤMyocoelom

或 ハ原 節腔 ト腹腔 ト ノ交 通 ハ何 處 ニモ 認 ムル 能 ハ

ズ.

第6原 節 中 央 ヨ リausserer Glomerulus出 現

ス.即 チ退 化 消 失 シ ツ ツ ア ルUrsegmentstielノ

存 在 ス ル 位置 ニ相 當 セ ル腹 腔 壁 ハ腹 腔 ニ 向 ツテ長

キ1條 ノ紐 状 ヲ ナ セ ル膨 隆 ヲ招 來 シ第7原 節 ノ終

リ迄 續 ク.其 ノ微 細 構造 ハ詳 ラ カナ ラザ レ ドモ 中

腔 ニ シ テ 中ハ 血 管 網 ナ ル ガ如 ク,一 部 ニ於 テ 大 動

脉 ト直 接 交 通 セ ル ヲ認 ム.

第8原 節 ニ於 テ ハ 原 基 ハ 最 モ 不規 則 ナル 形 状 ヲ

ナ シ退 化 モ著 明 ニ起 レ リ.Ursegmentsteilハ 小 ナ

ル細 胞 塊 ヲナ シテ散 在 ス.前 腎 管 ノResteヲ モ認

ム ル コ トヲ得 ズ.亦Nephrostomモ 存 在 セザ ル ガ

如 シ.

第9原 節 ヨ リハFig. 12ニ 示 ス如 シ.即 チ其 ノ

頭 方 原 基 ハ部 分 的 ニ退 化 シ不規 則 ナ ル 凹 凸 ヲ ナ セ

リ.然 レ ドモ第10原 節 ヨ リハ稍 々 幅 廣 キ前 腎 及 ビ

前 腎 管 原 基 トシテ腹 腔 壁 上 ニ横 ハ レ リ.Wolff氏

管 原 基 ナ ルdorsolateraler Teilハ 背 外 側 ニ 位 シ縱

走 ス ル極 メテ細 キ1條 ノ溝 ニ ヨ リテ原 基 ノven

tromedialer Teilト 區別 サ ル.本 階 梯 ニ於 テ ハ 一

般 ニ 原基 ノventromedialer Teilハ 前 階 梯 ニ比 シ

著 シ ク發 育 分 化 シ テ原 腎 小 管 及 ビ絲 毬 體 ヲ形 成 セ

ン トシテ 或 ハ隆 起 シ或 ハ陷 入 シ凹 凸 常 ナ ラ ズ.

顯 微 鏡 下 ニ第9,10原 節 ヲ觀 ル ニ其 ノUrseg

mentstielハ 大 部 分腹 腔 壁 ヨ リ分 離 セ リ(位 置 的 ニ

ハ 密 接 シ居 レ ドモ). Coelomtrichterト 稱 ス 可 キ

モ ノ ヲ認 メズ.前 腎管 ハ 退 化 的 ニ シ テ總 ベ テ 其 ノ

横 斷 面 ハ前 階 梯 ニ於 テ詳 細 記 載 セ ル如 ク長 卵 圓 形

ニ シ テ其 ノventromedialニ 於 テUrsegmentstiel

ニ密 接 シテ 多 クハ 之 ト結 合 シ居 ラズ.第10原 節 ノ

前 腎 管 ノ一 部 ニ小 ナ ル 内腔 ヲ認 メ タ リ.
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第11原 節 ニ於 テ モUrsegmentstielハ 腹 腔 壁 ヨ

リ分 化 シテ 圓形 ノZellballenヲ 形 成 セ ル 箇所 多 シ.

亦 前 腎 管 ハ其 ノ横斷 面 ハ同 樣 ニ長 卵 圓 形 ニ シ テ

Ursegmentstielノdorsolateralニ 位 シ多 クハ 之

ト結 合 セ リ.LangskanalトQuerkanalchenノ

原 基 トハ然 レ ドモ圖 ニ 於 テ ハ識 別 往 々 困難 ナ リ.

Fig. 12. ノ白線3條 ニ 依 リテ境 サ レ タル 側 方 ノモ

ノハLangskanalニ シ テ,内 方 ノ部 分 ハQuerkan

alchenノ 原 基 ナ リ.

第12原 節 ヨ リハ總 ベ テUrsegmentstielハ 腹腔

壁 ヨ リ分 化 シテ 小 ナ ル 圓形 ノZellballenヲ 形 成 シ

ツ ツ ア リ.各 切 片 トモ1箇 乃 至2箇 ノZellballen

ヲ認 メ細 胞 ハ略 ボ放 線 状 ニ竝 ビ其 ノ中央 ハhellノ

Zoneト ナ リ 或 ハ 圓 形 ノ内腔 ヲ出 現 セ ル コ ト屡 々

ナ リ.カ ク シテRablノ 所 謂Urnierenblaschen

ヲ發 生 ス.第12原 節 ヨ リハNephrostomヲ 見 ル

コ ト全 ク不 可能 ナ リ.

第12原 節 ヨ リ約 第16原 節 迄 ハWolff氏 管 原 基

ト之 等Zellballenト ハ或 ハ密 接 シ居 リ,或 ハ全 ク

結 合 シ居 レ リ.Wolff氏 管 ノ形 状 ハ第12,13原 節

ニ於 テ ハ長 卵 圓 形 ナ レ ドモ コ レヨ リ更 ニ尾 方 ニ進

ム ニ從 ヒ主 トシテ 管 ハventromedialニ 向 ツテ發

芽 ス ル爲 メ長 方 形,三 角 形,橢 圓形 等 種 々 ノ形 状

ヲ呈 シ,第15-17原 節 ニ於 テ 最 モ甚 ダ シ.而 シ テ

第16-17原 節 ニ於 テハ 管 原 基 トZellballenハ 頭

方 ニ於 ケル 程 互 ニ密 接 シ居 ラ ズ シ テ相 對 立 セ ル如

キ部 位 多 キ モ尚 ホ一 部 ニ ハ兩 者 ノ發 芽 ハ其 ノ途 中

ニ於 テ 合 致 シ原 腎小 管 ノ原 基 ヲナ セル ヲ モ認 ム.

故 ニm. E.ハ 本 胎 兒 ニ於 テ ハ第18原 節 以 下 ヲ稱

ス 可 キ ナ リ.

管 原 基 ノ内腔 ハ未 ダ一 般 ニ出 現 セズ ト雖 モ,第

13乃 至 第14原 節 ニ ノ ミハ 所 々 ニ極 メテ 散 在 的 ニ

小 ナ ル 内腔 初 現 シ ツ ツア リ.

Zellballenハ 第15原 節 邊 リニ於 テ最 モ 大 ニ シ

テ,且 其 ノ數 ハ各 切 片 共多 ク ハ2箇 乃 至3箇 ニ分

レテ密 生 セ リ.此 内大 動 脉 ニ近 キ部 ノ モ ノガ 將 來

絲 毬 體 トナ ル モ ノ ナ ラ ン.

約 第16乃 至 第17原 節 ヨ リハZellballenハ 漸 次

小 且 少 數 トナ リ,亦 一 方 ニ 於 テWolff氏 管 ノ變 形

モ徐 々 ニ不 活 〓 トナ リ,第18原 節 以 下 ニ於 テ ハ 其

ノ横 斷 面 ハ多 ク橢 圓形 ニ シテ 尚 ホ ソ レ ヨ リ尾 端 ニ

於 テハ 背 腹 方 向 ニ扁 平 ナ リ.主 ナ ル形 状 ノ變 化 ハ

Fig. 13. (42A.)ニ 圖示 セ リ.

Fig. 12.

第7階 梯 原節數26 長徑6.0mm 鳩 胎原腎管

頭方部模型 150倍 廓大製作模型

約1/3ニ 縮 少撮影

Ch.=Chorda dorsalis.

Cp.=Coelomepithel.

T.=ƒcƒŠ

Ug.=Urnierengang.

V.=Vornicre (Rudiment).

U. =Urpierenanlage.
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Ursegmentstielハ 約 第20乃 至 第21原 節 ヨ リ

尾 方 ニ於 テハ 尚 ホ未 ダ 側板 ノ腹 腔 壁 ト結 合 セ リ.

原 腎 管 原 基 全 長

左 側 2.78mm 内m. E. 1.91mm

右 側 2.90mm 内m. E. 1.98mm

第8階 梯

家 鳩 胎 兒 番 號54A. 原 節 數33.

長 徑6.0mm

胎兒 ハ 輕 度 ノNackenbeugeヲ 示 ス.胴 部 及 ビ

尾 部 ハ 尚 ホ直線 状 ナ リ.第10原 節 ヨ リ第17原 節

迄 ノ原 腎 管 ノ外 形 ハFig. 14.ニ 示 ス如 ク腹 腔 壁 上

ニ横 ハ レ リ.即 チ大 動 脉 ノ側 方 ニ隣 接 シ テ絲 毬 體

及 ビ原 腎 小 管 ノ原 基 ア リ.原 腎 小 管 原 基 ハ 所 々 原

腎 管 ト結 合 セル ヲ以 テ 兩 者 ノ境 界 ハ 明 確 ナ ラザ ル

部 分 ア リ.Fig. 14.中 白線2條 ニテ 示 セ ル部 位 ハ

原 腎管 ニ相 當 ス.原 腎 管 ノ頭 方 ハ 圓 形 或 ハ 寧 ロ多

ク ハ 橢 圓 形 ニ シテ原 腎 小管 ト結 合 ス ル コ ト稀 ニ シ

テ單 一 ノ管 トシテ存 在 シ,第12原 節 ニ於 テ 始 メテ

小 管 ノ開 口 ヲ見 ル.第13原 節 ヨ リハ 前 階 梯 ニ於 テ

長 卵 圓 形 ナ リ シ原腎 管 ハ其 ノ太 サ ヲ増 加 シテ 橢 圓

形 トナ リ盛 ンニ 原腎 小 管 ト結 合 シ ツ ツア リ.原 腎

小 管 ト結 合 ス ル爲 メニ ハ原 腎 管 ハ其 ノ都 度 橢 圓 形

ヨ リ變 形 シテ種 々 ノ形 状 ヲ呈 ス.

ausserer Glomeulusハ 第9原 節 中部 ヨ リ第10

原 節 尾 部 ニ 至 ル 間 ニ 存 在 シ,細 長 キ 紐 状 ノ隆 起

トシテ 腹 壁 ヨ リ腹 腔 ニ 向 ツ テ膨 隆 ス.大 動 脉 トハ

只1箇 所 ニ於 テ ノ ミ直 接 交 通 セ リ.第12原 節 ニ

於 テ ハ再 ビ第2ノausserer Glomerulus出 現 ス.

第2ノ モ ノ ハ 前 者 ニ 比 シ 其 ノ長 サ 短 シ.第1ノ

ausserer Glomerulusノ 頭 方 側 ノ部 分 ハ 全 ク腹 腔

壁 ヨ リ腹 腔 ニ隆 起 シ タルUrsegmentstielト ハ 全

ク無 關 係 ノモ ノナ リキ.然 ル ニ第1ノ モ ノ ノ尾 方

部 及 ビ第2ノ モ ノハGlomerulusノ 一 部 ハ明 カ ニ

腹 腔 壁 ヨ リ腹 腔 ニ 向 ツテ膨 隆 シausserer Glome

rulusノ 性 質 ヲ具 備 ス レ ドモ 一 部 ハ腹 腔 壁 ヨ リモ

dorsalニ 跨 ガ リ,確 カ ニUrsegmentstielノ 細

胞 ニ依 リテ 構 成 サ レ シ ガ 如 ク顯 微 鏡 下 ニ於 テ モ

ausserer Glomerulusトinnerer Glomerulusガ

同 時 ニ一塊 トナ リ出 現 セ シ如 キ感 ヲ起 サ シ ム.即

チ頭 方 ノausserer Glomerulusハ 純 ニ シ テ尾 方

ノausserer G.ハ 不 純 ナ リ.

第13原 節 ヨ リハ 純innerer G.出 現 シ始 ム.

原 腎 管 ノ形 状 ハ更 ニ尾 方 ニ進 ム ニ從 ヒ著 シ ク種

種 ナ ル變 形 ヲナ ス.其 ノ大 體 ハFig. 13. (54A.)ノ

Schemaヲ 參 照 ス 可 シ.

管 ノ内腔 ハ 第29原 節 迄 種 々 ニ散 在 的 ニ 出 現 シ,

第29原 節 以 下 ハ全 クsolidナ リ.

本 階 梯 ニ 於 テ ハ原 腎 管 ハ 漸 ク總 排 泄 腔 ニ達 シテ

之 ト結 合 セ リ.即 チ結 合 ハ第30原 節 尾 部 ノ高 サ ニ

於 テ總 排 泄腔 外 側壁 ニ始 マ リ 第31原 節 頭 部 ノ高

サ ニ於 テ 終 了ス.未 ダ 内腔 ノ交 通 ハ開 通 セ ズ.

管 原 基 全 長

左 側 3.15mm 内m. E. 0.94mm

右 側 3.08mm 内m. E. 0.9mm

第9階 梯

家 鳩 胎兒 番 號98B. 孵 卵 時 間 約72時 間

長 徑65mm

家鳩 胎 兒 番 號42B. 孵 卵 時 間 約72時 間

長 徑64mm

兩 胎 兒 共 著 明 ナ ル體 屈曲 ヲナ セ リ.中 腦 ノ膨 隆

顯 著 ニ シテ 上肢 初 メ テ平 坦 ニ シテ小 ナ ル 隆 起 トシ

テ 體 側壁 ニ認 メラ ル.胃 原 基 ハ紡 錘 状 ヲ呈 シ,肝

原 基 中 ニ ハ肝 管 ヲ形 成 シZellbalkenノ 發 育 著 明

ナ リ.膵 臟 原 基 ハ相 當 ニ發 育 セ ル モ 脾臟 原 基 ハ未

ダ發 生 セ ズ.

兩 胎 兒 共 約 上肢 ノ少 シ ク頭 方 ヨ リ原 腎 管 ノ出現

ヲ見 ル.Fig. 16.ノ 向 ツテ左 方 ノ管 ハ98 .B.胎 兒

ノ左 側 原 腎 管 ニ シテ,向 ツ テ右 方 ハ42 .B.胎 兒 ノ
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Fig. 13.

鳩胎42A　 鳩 胎54A　 鳩胎42B

Abbe氏 描寫器ニ依ル原腎管横斷面 ノ概略圖 42A及 ビ54A 496倍 42B 620倍 廓 大
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右側原腎管ナ リ.管 ハ何レモ頭方ニ於テハ原腎小

管 トノ結合稀ニシテ略ボ圓形或ハ橢圓形ノ單一ナ

ル管ナリ.尾 方ニ進ムニ從 ヒ管ハ其ノ太サヲ増ス

ト共ニ著シク橢圓形 トナリ或ハ圖中左側ニ見ル如

ク扁平 トナリ居 レリ.尾 方ニ於テハ原腎小管 トハ

盛 ンニ結合シ其 ノ爲 メ原腎管自身ハ多少 ノ變形 ヲ

行 フモ珠數状ナラズ.

Fig. 14.

第8階 梯 原節數33 長徑6.0mm 鳩 胎原腎管

頭部模型 150倍 廓大模型

約1/3ニ 縮少撮影

Nr.=Nervenrohr.

Cp.=Coelomepithel.

Ug.=Urnierengang.

U.=Urnierenanlage.

更 ニ胎 兒 ノ尾 方 ニテ 所 謂Urnierenureterノ 出

現 セ ル 部 位 トナ レバ 原 腎 管 ハ 廣 キ内腔 ヲ有 シ其 ノ

形 状 ハ千 種 萬別 ナ リ.然 レ ドモ大 體 ニ於 テ 之 等 種

種 ノ形 状 ハFig. 13.及 ビFig. 15.ノ42B.及 ビ98

B.ノSchemaニ 依 リテ代 表 サ ル.圖 中 始 メ ノモ ノ

頭 方 原 腎 管 ノ横 斷 面 ニ シテ 順 次 尾 方 ニ於 ケ ル モ ノ

ヲAbbeノZeichenapparatニ ヨ リテ 「ス ケ ツ チ」

シテ 圖 示 セ リ.

顯 微鏡 的 檢 査 ニ於 テ モ前 腎 ノElementeト 思 ハ

ル可 キ モ ノハ 原 基 最 頭 方 部 ニ於 テ認 メ難 シ.然 レ

ドモausserer Glomerulusノ 退 化 セ ル 一 部 ハ 腹 腔

最 頭 方 部 ニ附 着 セ ル ヲ認 メ得.

原 腎 管 ノ外 側壁,或 ハ 外 側 壁 ト之 ニ連 ナ ル 背 側

壁 ノ一 部 ハ 内 側壁 ニ比 シ明 カ ニ菲 薄 ナ リ.即 チ外

側 壁 ヲ構 成 ス ル細 胞 ハ 内 側 壁 ノ細 胞 ニ比 シ其 ノ丈

低 ク賽 子状 ヲナ シテ 單 層 ニ配 列 ス.之 ニ反 シ内 側

壁 細 胞 ハ丈 高 ク大 サ モ大 ニ シテ 原 腎 小 管 上 皮 細 胞

ニ類 似 ス.原 腎 小管 ガ原 腎 管 ニ 開 口 セ ル部 分 ヲ觀

ル モ原 腎 小 管 上 皮 細 胞 ハ其 ノ ママ 移 行 シ テ原 腎 管

内 側 壁 ヲ造 リ其 ノ間 ニ特別 ノ境 界 ナ キ ガ如 シ.然

レ ドモ内 側 壁 細 胞 ハ外 側 ニ移 行 ス ル ニ當 リ徐 々 ニ

其 ノ高 サ ヲ減 ジ行 ク ヲ以 テ此 處 ニ厚 サ ノ差 異 ヲ生

ズ.

原 腎 管尾 端 ハ總 排 泄腔 ニ達 シ之 ニ開 口 シ居 レ リ.

管 ノ内腔 ノ形 状 及 ビ廣 サ ハ 原 腎 管 ノ外 形 及 ビ 大 サ

ト略 ボ 一 致 セ リ.胎 兒 頭 方 ニ於 テ ハ管 腔 ハ小 ナ ル

圓 形或 ハ 橢 圓 形 ヲナ シ ソ レ ヨ リ少 シ ク尾 方 ニ於 テ

ハ 橢 圓 形 ヲ呈 シテ 稍 々廣 濶 トナ レ リ.更 ニ尾 方 ニ

於 テ原 腎 管 ガ卵 圓形 或 ハ 扁 平 トナ ル ニ及 ビ内 腔 モ

卵 圓形 或 ハ間 隙 状 ヲ呈 ス.而 シテ 總 排 泄 腔 開 口 部

ヨ リ頭 方 約1.5mm邊 リ ヨ リ原 腎 管 ノ直 徑 最 大 ト

ナ ル ト共 ニ内腔 モ最 モ廣 濶 トナ リ種 々 ノ形 状 ヲ有

ス(Fig. 13.及 ビ15.參 照).總 排 泄腔 開 口部 ヨ リ

頭 方 約0.4-0.5mmヨ リハ 原腎 管 ハ 再 ビ漸 次 小

且 扁 平 トナ リ内腔 モ間 隙 状 ヲ ナ シ ツ ツ總 排 泄 腔 ニ

開 口 ス.而 シ テ開 口直 前 ノ極 メテ短 キ 範 圍 ニ於 テ

ハ原 腎 小 管 原 基 タル 可 キ所 謂mesonephrogenes 

Gewebeヲ 缺 如 ス.Urnierenureterハ 原 腎 管 最 大

部 ニ最 モ 多 數 ニ存 在 ス.
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98B. 胎 兒 管 全 長 左 側 3.22mm

右 側 3.18mm

42B. 胎 兒 管 全 長 左側 3.20mm

右 側 3.21mm

Fig. 15.

Abbe氏 描寫器ニ依ル原腎管横斷面 ノ概略圖 (620倍 廓 大)
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Fgi. 16.

第9階 梯 長徑6.5mm及 ビ6.4mm 鳩 胎原腎管

頭部及ビ中部模型圖 圖中向ツテ左側ハ6.5mm

胎兒 ノ左側原腎管右側ハ6.0mm胎 兒右側原腎管

ノ形状 ヲ示ス 150倍 廓大製作模型 ヲ1/3ニ 縮少

セリ

Ug.=Urnierengang.

Uk.=Urnierenkanalchen.

第10階 梯

家鳩胎兒番號41A. 長徑約7.5mm

家鳩體重番號85A. 長徑約9.0mm

兩胎兒ハ其 ノ發育比較的大ナル差異アレドモ對

照シテ頗ル興味ヲ感 ジタルヲ以テ同一階梯ニ編入

シ比較對照ニ便ナラシメタリ.

41A.胎 兒 ニ於テハ胃原基ハ著 シク左側ニ偏位

シ鳥類特有 ノ前胃初現ス.脾 臟原基著明ニ發育 シ

肝臟原基モ著大ニシテ原始肝細胞柱ハ互ニ吻合 シ

テ網状ヲナシ毛細膽管 ノ出現ヲ認ム.肺 原基 ノ内

腔モ著シク濶クナ リ所々嚢状ヲ呈ス.

85A.胎 兒 ニ於テハ前胃及ビ筋胃ヲ最モ著明ニ

區別シ得 ラレ前胃ハ筋胃 ノ上部ニ位シテ著 シク肥

大ス.腸 管 ノ曲折稍々複雜ヲ加ヘ肝,脾,膵 ノ各

臟器モ益々著大ナ リ.肺 原基 ノ氣管枝 ノ分化 モ漸

ク複雜 ノ度ヲ増セリ.後 腎ノ細尿管系統 ノ發育モ

著シク進捗セリ.

41A.鳩 胎 ニ於テハFig. 17.ノ 向 ツテ左側ニ示

ス如 ク原腎管頭方部ハ細 クシテ圓形ナ リ.稍 々尾

方部モ橢圓形或ハ卵圓形 ニシテ比較的大ナル内腔

ヲ有ス.然 ルニ同圖向ツテ右側 ノ85A.鳩 胎 ノ原

腎管最頭端部ハ略ボ圓形ナレ ドモ一般 ニ41A.胎

兒 ニ於ケルヨリモ著明ニ扁平 トナレリ.從 ツテ其

ノ内腔モ狹隘ニシテ間隙状 ヲナスコ ト多シ.

更 ニ41A.胎 兒尾方部原腎管ヲ顯微鏡的ニ檢査

スルニ管 ノ全長ハ 左側ニ於テ3.39mmニ シテ總

排泄腔開口部ヨ リ頭方約1.6mmヨ リ漸次太クナ

リ内腔モ廣濶 トナル.而 シテ總排泄腔開口直前 ト

雖モ管ハ左程小ナラズ内腔 モ相 當 ノ大 サ ヲ示 セ

リ.

之 ニ反シ85A.胎 兒 ノ尾部原腎管ヲ顯微鏡的ニ

觀ルニ左側原腎管ノ全長ハ頭端ヨリ總排泄腔開口

部迄3.46mmニ シテ何 レノ部分ニ於テモ管ハ比

較的著明ニabplattenシ,内 腔ハ間隙状ヲナセル

部分多ク41A.胎 兒 ニ見 タル如 キ廣濶ナル内腔 ヲ

有スル部分ナシ.即 チ第9階 梯 ノ胎兒及ビ本階梯

ノ2胎 兒ニ於テハ體長 ノ差異 ノ大ナルニ比 シ原腎

管ノ全長ハ初期諸階梯ニ於 ケル如 キ急激ナル增加

ヲ示サズ.85A.胎 兒 ノ如 キハ明カニ原腎全般 ノ

機能低下ヲ示スモノナラン.

兩胎兒共原腎管 ノ外側壁ハ内側壁ヨリモ非薄ニ

シテ内側壁 ヲ造ル細胞ハ原腎小管ニ類似セルハ前

階梯ニ於ケルト同一ナ リ.

原腎管ハ亦Muller氏 管 ノ出現 ニ依 リテ形状 ノ
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變 化 ヲ來 ス.即 チFig. 15. (41A.)ニ 示 ス如 ク原 腎

管 ノ外 側壁 ハMuller氏 管 ノ爲 メ壓迫 セ ラ レ テ輕

度 ノ陷 入 ヲ來 セ リ.Muller氏 管 ノ存 在 セザ ル 部 ニ

於 テ ハ 原腎 管 外 側 壁 ノ カ カル 陷 入 ハ 證 明 シ難 シ.

41A.胎 兒 原腎 管 全長 左側 3.39mm

右側 3.41mm

85A.胎 兒 原 腎 管 全長 左 側 3.45mm

右 側 3.38mm

Fig. 17.

第10階 梯 長徑7.5mm及 ビ9.0mm鳩 胎原

腎管頭部及ビ中部模型圖 圖 中向ツテ左側ハ

7.5mm胎 兒 ノ左側原腎管 右 側9.0mm胎 兒

ノ右側原腎管 ノ形状ヲ示 ス 150倍 廓大製作

模型ヲ1/3ニ 縮少ス

Ug.=Urnierengang.

Uk.=Urerinenkanalchen.

4.　考察及 ビ總括

以上ニ依 リ亦前囘報告セシ十姉妹及 ビ家鴨

ニ於ケル檢索結果ヲ參考 シツツ之 ヲ總括 シテ

考察 スルニ先 ヅ前腎管ハ最初 ヨリUrsegme

ntstielノ總體的ニシテ且連續的隆起ニシテ神

經管ニ平行 シテ胎兒ノ背側 ヲ1條 ノ紐状物 ト

シテ走行ス.而 シテ實地檢索ニ際 シテハ前腎

小管ガ發生 シテ其ノ合融ニヨリテ前腎管ガ新

生スル ト云フ事實ヲ發見スルコトノ困難ナル

ハ勿論,前 腎管 ト前腎小管 ト何 レガ早ク發生

スルカヲモ決定 シ得 ズ.第3階 梯 ヨリ第6階

梯 ニ至 ル間 ニ於 テ屡 々認 メ シ前 腎 管 原 基 ト

UrsegmentstielノSomatopleuraト ノ連絡

消失 セル事實 ヲ以テ管 ノ合融 發生説 ニ賛 スル

トシテモ前 腎管 ハ最初 ヨリ合融 シテ前 腎小管

原基 ト一緖 ノ1塊 トナ リテ出現 スル モノナル

可 シ.斯 ノ如 ク前 腎管(或 ハ原腎管)ハSoma

topleuraト ノ連絡 ヲ失 ヒテ分 化 シ ツツ アル

ト共 ニ,一 方 ニ於 テハ管 自己 ノ細 胞 ノ輕微 ナ

ル增 殖 ヲ起 シテUrsegmeutstielト 結 合 セン

トシ居 リ,而 モ此2ツ ノ現 象 ハ全 ク別 々 ニ原

節 ヲ異 ニ シテ行 ハ レズ シテ,屡 々同 一場所 ニ
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起 リツツア リテ前腎小管 ヲ明確 ニ證 明 スル コ

トサヘ モ屡 々困 難ナ リ.且 階梯 ガ進 ミ前 腎管

ガ尾方 ニ延長 スル ト共 ニ其 ノマ マ原腎 管ニ移

行 シ管 自身 ハ盛 ンニ細胞增 殖 シテUrsegme

ntstielト 結 合 スルヲ以 テ前 腎 ト原 腎 トノ境

界 モ判然 タ ラズ.

Ursegmeutstielノ 原 節側部 ハ比較 的早期

ニ退化消失 ス レ ドモUrsegmentstielト 側板

ノ腹腔壁 トノ分離 ハ 第7階 梯 原 節數26ヲ 算

スル鳩胎 ノ第10原 節 ヨリ第20原 節 ノ間 ニ於

テ著 明 ニ現 レ其 ノ頭 方第12原 節迄 ニハ 極 メ

テ稀 ニ少數 ノ痕 跡的 ノColomtrichterヲ 認 メ

タ リ.

Colomtrichterハ 多 クハ著 シク廢殘 的 ニ シ

テ余 ノ檢 索 ノ結果 ハ 第13原 節 ヨ リ以下ニハ

證 明 シ得 ザ リキ.

auBerer Glomerulusハ 頭 方ニ於 テハ腹 腔

壁 ヨリ腹腔 ニ膨隆 スルreinノauBerer G.ナ

レ ドモ,尾 方 ニ進 ムニ從 ヒ其 ノ一部 ハinnerer

 Glomerulusニ 變 化 シテunreinト ナ ル.

以 上 ヨリシテRuckertノ 説,及 ビ其 ノ後 ノ

氏 ノ説 ノ支持者 ノ言 ヲ信 ズル コ トハ多 少ノ不

合 理 ヲ來 スモノナ ランカ.只1ツColomtri

chterノ 有 無 ハ兩腎 ノ唯 一ノ區別 ノ如 クナル

モ, Colomtrichter自 身 モ多 クハrudimentar

ニ 出 現 スル ノ ミナ リ.要 スルニSedgwickノ

云 ヘルガ如 ク,或 ハ最近 ニ於テ ハWalsche,

 Lois de,ノ 主 張 セルガ如 ク前 腎 ト原腎 トノ間

ニハ判 然タル區 劃ナ ク兩者 ハ互 ニ移行 シ合 フ

モノノ如 シ.

Wolff氏 管 ノ内腔 ハ26原 節數胎 兒ノ第9原

節 ヨリ第14原 節 ノ間 ニ於 テ 散在的 ニ小 ナル

モ ノヲ認 ム.而 シテ次 ノ第8階 梯 ニ於 テハ此

散 在的 内腔 ノ各 々ハ其 ノ長 サ ヲ增 加 セ リ.即

チ個 々ノ小 ナル散 在的 内腔 ハ互 ニ結合 シテ1

本 ノ長 キ内腔 ノ發生 スルモ ノナ ルコ トヲ思 ハ

シム.而 シテ内腔 ハ頭方 ニ生 ジ漸次胎 兒 ノ成

長 ト共 ニ尾方ニ延 長 ス ル モ ノ ナ ル ハ勿論 ナ

リ.

原 腎管 ノ太 サ及 ビ内腔 ノ廣狹 ハ原腎機能 ト

密接 ナル關係 ヲ有 スルモノナ ラン.前 腎及 ビ

原 腎 ガ頭方 ヨリ退化 消失 シ行 ク ト共 ニ,一 方

ニ於 テハ尾方 ニ向 ツテ發育 シ行 クヲ以 テ内腔

モ頭方 ヨリ出現 シ始 メ尾方 ニ延長 スルハ當然

ナ リ.胎 兒 ノ不斷 ノ成長 ガ尾方原腎組織 ノ旺

盛 ナル機 能 ヲ要 求 スル ト共 ニ原腎管 ハ速 ニ其

ノ太サ ヲ增 シ内腔 ヲ擴 ゲ遂 ニurnierenureter

ヲ モ出現 セ シム.此 爲 メ管 ノ内腔 ハ益 々廣濶

トナ ル.Fig. 15.ノ 一部 ニ見 ル如 キ異常 ニ大

ナ ル内腔 ハ單 ニ排泄物 ノ輸送 ヲナスノ ミナ ラ

ズ總排 泄腔 ノ發 育不充分 ナ ル間 ニ於 ケル排 泄

産物 ノ一時的貯藏 ニ役立 スモ ノナ ランカ.然

レ ドモ第10階 梯 ニ於 テ認 メ シ如 ク長徑9.0mm

ノ胎 兒 トモナ レバ左側原腎管 ハ頭方 ヨリ尾 方

迄 全般 ニ亙 リテ急 ニabplattenシ 狹 キ間隙 状

ノ内腔 ヲ有 スル ニ至 ル.即 チ コレ原腎 ノ退 化

益々 著 明 トナ リタル モノナ ラン.

既 ニ本章 ニ前 述 セルガ如 ク原腎 管ハ尾方 ニ

延 長 スル ニ從 ヒ頭方 ヨリ變 形 シテ自 ラUrse

gmentstielニ 向 ツテ發芽 シUrsegmentstiel

ノ原 腎小管 ノ原 基 ト所 々ニ於 テ結合 ス.即 チ

原腎管 ハ原腎小管 ノ形成 ニ自 ラ參與 ス.之 等

ノ所 見ハ第4,5ノ 割 ニ初期階梯 ニ於 テモ明瞭

ニ認 メ得タ リ.

Ursegmentstielハ 最 モ初期 ニ於 テハSo

mato-及 ビSplanchnopleuraノ2層 ノ細
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胞層 ヨ リナルモ 原 節數19ヲ 算 スル ニ至 レバ

Splanchnopleuraノ 一 部 ト共 ニSomato

pleuraハ 盛 ンニ細 胞增 殖 ヲ ナ シテ側板 ノ腹

腔壁 ヨ リ分離 シテZellballenヲ 形 成 シ始 メ

Zellballenハ 次 デRablノ 所謂Urnierenbl

aschenヲ 發 生 ス.Urnierenblascheuハ 總 ベ

テ原腎小管及 ビ絲毬體 トナル可 キモノナ リ.

其 ノ頭方 ニ於 ケル状態 ハFig. 12及 ビFig. 14

ニ示 ス如 シ.

原 腎管 ノ外側壁 ハ内側壁 ニ比 シ其 ノ管壁明

カニ菲薄 ナ リ.内 側壁細 胞ハ外側壁細胞 ニ比

シ丈高 ク原 腎小 管細 胞ニ類似 ノ形状 ヲ示 ス.

即 チ内側 管壁細胞 ハ前腎 小管上皮細胞 ト共 ニ

幾分生理作用 ニ關與 スルモノナル可 シ.

前 腎及 ビ前腎管 ノ最 モ廢殘的 ナル微細原基

ノvorderste Grenzeハ 漸 ク第4原 節 ニ暗示

的 ニSomatopleuraノVerdickungノ 初 徴 ヲ

認 メタ リ.家 鴨 ニ於 テハ第1乃 至第2原 節 ヨ

リ出現 セ リ.前 腎 ノvorderste Greuzeハ 同

一鳥類 ニ於 テモ少 シノ差異 ヲ認 ム.

5.　 結 論

1. 前 腎 及 ビ原腎 ノ明確 ナル區別 トナル可

キ發生學的事實 ヲ見出 シテ兩腎 ニ判然タ ル對

照 ヲ置 カ ン トスル コ トハ困難ナ リ.即 チ兩腎

ハ其 ノ發 生 スル位 置的關係 カラモ,亦 發生學

的事實上 ヨ リスルモ互 ニ相移行 シ合 ヒ明確 ナ

ル區別 ヲ附 シ得 ズ.

2. 原 腎 管ハ原 節 ノ分化 ニ少 シク先 ダチテ

成長 シ,常 ニ其 ノ尾端 ハ最 尾方原 節 ヨ リ少 シ

ク尾方 ニ迄延長 セリ.而 シテ33原 節 數胎 兒 ノ

第30原 節 ノ 高 サニ於 テ 總排泄腔 ノ外側壁 ニ

結合 シ第31原 節 ノ最頭 方部 ニ於 テ 此結合 ハ

終了 ス.然 レドモ未 ダ内腔 ニ依 ル交通 ハ認 メ

ラ レズ.

3. 原腎管ハ其ノ外側管壁菲薄ニシテ内側

管壁ノ方厚ク,内 側管壁細胞 ノ形状ハ原腎小

管上皮細胞 ノソレニ類似 ス.

4. 原腎管ハ殊ニ胎兒頭方ニ於テハ原基 ヨ

リ分化スル ト共ニ殆 ド之 ト同時 ニ自ラノ細胞

增殖ヲナシテ原腎小管ノ一部 ヲ發芽ス.此 爲

メニ原腎管ハ一定ノ形状 ヲ保持 セズシテ胎兒

ノ發育 ト共ニ種 々ナル形状 ヲ呈ス.然 レドモ

大體 ニ於テ原節數19ヨ リモ幼 キ胎兒ノ前腎

管或 ハ原腎管ノ頭方ハ圓形或 ハ長卵圓形ニシ

テ,尾 方部ハ胎兒背腹方向ニ扁平ナルコ ト多

シ.而シテ約33原 節數鳩胎 ヨリモ大ナル胎兒

ニ於テ頭方原腎管ハ比較的細長 キ,圓 形或ハ

橢圓形 ノ單一ナル管ニシテ原腎小管乏 シク,

尾方ニ進ム程太クナ リ,總 排泄腔 ト結合直前

ノ少 シノ間ハ再 ビ少 シク細 クナ リ,且 此部分

ニハ原腎小管全 ク缺如ス.

5. 原腎管内腔ハ 原節數26ヲ 算 スル胎 兒

ノ第9原 節 ヨリ第14原 節ノ間,即 チ 原腎管

ノ頭方部ニ極 メテ散在的 ニ短小ナルモノ初現

シ,胎 兒ノ發育進ム ト共ニ之等散在的内腔ハ

互ニ結合 シツツ尾方ニ向ツテ内腔 ノ完成ヲ急

グ.内 腔ノ大小廣狹ハ原腎管ノ大小 ト全 ク一

致 シ原腎機能 ト密接 ナル關係 ヲ有ス.即 チ體

長約7.5mm迄 ノ胎兒ニ於テハUrinerenure

terノ 存在 スル部位ニ相當 シテ最 モ廣濶ナル

原腎管内腔 ヲ認ムルモ,胎 兒體長約9.0mmニ

達 スレバ原腎管ハ急ニ扁平 トナル ト共ニ内腔

モ著 シク間隙状ニ狹隘 トナル.

6. 前腎管ノ原基 ハ本檢索鳩胎兒ニ於テモ

最初 ハオソラク前腎小管 ト全ク合同ノ同一原
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基 トシテUrsegmentstielノSomatopleura

ノ總 體的 ノ連續膨隆 ナル可 シ.而 シテ發育 ノ

進 ムニ從 ヒ前腎管 ハ一部合 同原基 ヨ リ分化 シ

來 ルモノナ ランカ.

本稿ヲ終ルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導,

御校閲ヲ賜 ハリシ恩師敷波敎授ニ對 シ萬斛 ノ

謝意ヲ呈ス.
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